
『闘技 者サ ム ソ ン』 の制作年代 につ いて

森 道 子

要 旨

『闘技者サムソン』の制作年代 にはいまだ決定的証明はない。『復楽園』 と合本で出

版 されたため、同時期 と考えられてきた。1949年 にW.R.Parkerが 異論を表明して以来、

現在に至るまで賛否両論が繰 り返されて きた。従来定説であった時期 に対 し、3時 期が

提案 されているが、 どれも定説を覆すだけの説得力をもたない とされる。

本論では、光、盲 目、忍耐、などの語の使用 によって、ミル トンが全盲を観念 した時

期からあまり遠 くない、1653年 ごろの制作であるとの主張を支持する。

キ ー ワ ー ド 光 、 盲 目 、patience、 サ ム ソ ン 、 ソ ネ ッ ト16番

オ クス フ ォー ド大 学 出 版社 企 画 のTheCompleteWorksofJohnMilton(全11巻)の 第1

回 配 本 と して、 第2巻 のThe161Poems:ParadiseRegain'dandSamsonAgonistesが 出 版

さ れ た 。1671年 の タ イ トルペ ー ジ は、ParadiseRegained,aPoeminNbooks.Towhichis

addedSamsonAgonistesで あ る。

こ こで 改 め て 、 『闘技 者 サ ム ソ ン』(SamsonAgonistes)の 制 作 年 代 を 議 論 した い と思 う。

こ の タ イ トル か ら、 こ の 出版 は あ く まで も 『復 楽 園 』(ParadiseRegained)が 主 目的 で

あ っ て 、 『闘技 者 サ ム ソ ン』 は 、"towhichisadded"と 、 追 加 さ れ た もの だ と わ か る。

作 者 に とっ て、 二 つ の作 品 は等 価 に並 べ られ た もの で は な い。 そ の後 、1673年 に再 版 す る、

1645年 出 版 の短 詩 集 に も、 新 し く未 発 表 の22編 の 英 詩 と2編 の ラ テ ン詩 が 追 加 され て い
1)

る。未発表のものは、すべて、過去の制作で、出版時に制作 されたものではない。 さらに、
2)

注 目 した い の は 、 そ の うち の1編 が 、 全 盲 とな っ た 悲 嘆 を 歌 う ソ ネ ッ ト16番 で あ る。

1)BarbaraLewalski,TheLifeofJohnMilton:ACriticalBiography,Blackwell,2000,504

2)19番 が 従 来 の番 号 付 け だ が、 フ ェア フ ァッ クス、 ク ロム ウ ェ ル、 ヴェ イ ンへ の3編 の ソ ネ ッ トを番

号付 けか ら外 してい るCareyandFowler編 に従 う。

一277一



大手前大学論集 第9号

『闘 技 者 サ ム ソ ン』 の 制 作 年 代 に 関 して は 、1949年 に 初 め て 、W.R.Parkerが 『失 楽

園 』(ParadiseLost)と 『復 楽 園 』 後 の1667～70年 制 作 と さ れ る従 来 の もの に 、 両 叙 事 詩
3)

以 前1646～55年 に 制 作 さ れ た と異 議 を 唱 え 、 ミ ル ト ン研 究 者 た ち を 驚 愕 さ せ た 。

彼 に 続 い て 、A.S.P.Woodhouseが 同 じ く 『失 楽 園 』 以 前 で も 、 ミ ル ト ン の 内 面 で 絶

望 と希 望 の 交 錯 し た1660～61年 を 主 張 し た 。Buchananは 、Giraldi,Cavallerino,Tasso等

の 劇 に お け る 騎 士 道 の 反 響 が う か が わ れ る た め 、 イ タ リ ア 旅 行 か ら 帰 国 し て 問 も な い

1640～41年 ご ろ を 提 案 す る 。 こ う し て ほ ぼ4時 期 が 想 定 さ れ て い る 。

そ の 経 緯 は 、MerrittHughes編JohnMilton:CompletePoemsandMajorProse(1957年)

に 収 録 の 『闘 技 者 サ ム ソ ン 』 へ の 序 文 や 、MaryAnnRadzinowicz著TowardSamson

Agonistes:theGrowthofMilton'sMind(1978年)の`appendixE:theDateofComposition

ofSamsonAgonistes'に 詳 細 に 検 証 さ れ 、 両 者 と も 伝 統 的 制 作 年 代 に 軍 配 を あ げ て い る 。

そ の 間 、1971年 にParkerはJ.A.Wittreich編CalmofMind収 録 の`TheDateofSamson

AgonistesAgain'で そ れ ま で の 反 論 に 応 酬 し 、 自 説 を 確 認 す る 。

し か し 、TheLifeofJohnMilton(2000年)で 、B.Lewalskiが"Thetraditionaldating,

afterParadiseRegainedandduringtheyears166770,isgenerallyaccepted;effortstoplace

itinthe1640sor1650sonmetricalandbiographicalgrounds,havenotprovedpersuasive"

4)

と一 蹴 す る よ うに、Parker等 の 早 期 制作 支 持 者 は 少 数 派 で あ る 。 上 に挙 げ た オ ク ス フ ォー

ド版 も、 編 者LauraLKnoppersが 、Lewalskiに 献 辞 を呈 して い る こ とか ら もわ か る よ

うに 、 当 然 、Lewalskiと 同意 見 で あ る。

1949年 のParkerの 証 明 は、3点 で あ る 。 まず 、 ミル トンの 甥 で あ り、 生 徒 で も、 筆 耕

で もあ っ たEdwardPhillipsが 、叔 父 の死 の20年 後 に発 表 した"theLifeofMr.JohnMilton"

に 『闘 技 者 サ ム ソ ン』 の 制 作 年 代 は不 明 だ が 、 『復 楽 園 』 は す べ て1667～70年 に 仕 上 げ

られ 、 「そ の荘 厳 ・崇 高 さ を考 え る と驚 くほ ど短 い期 間 」 だ と述 べ て い る 。 も し、 『闘技

者 サ ム ソ ン』 もそ の 時期 に書 か れ た の で あ れ ば 、Phillipsが 言 及 し な い は ず は な い 。 し

た が っ て 、Phillipsが 叔 父 の 家 に 出 入 りし て い な い 時 期 と考 え られ るが 、 そ れ は 、 彼 が

生 徒 と な る前 、 つ ま り1642年 以 前 、 あ る い は 、1647年 、1648年 で あ る 。 ま た 、1651～55

年 の あ い だ は 時 折 叔 父 を 訪 ね て い る が 、1653年 に は訪 ね て い な い 。 次 に、1668年 の 『失

楽 園 』 第1版 の 注"Verse"でrhymeを 攻 撃 して い る が 、 『闘技 者 サ ム ソ ン』 に は 押 韻

が あ る。 第3は 、 『復 楽 園 』 に お い て"Hellenicculture,includingAtticdrama"を 攻 撃 し

た後 で 、 ギ リ シ ャ悲 劇 に則 っ た詩 劇 を作 成 す る は ず が な い 、 で あ る 。

この 主 張 は 多 くの 学 者 か らの 賛 否 両 論 を招 き、1971年 にParkerはCalmofMind掲 載

の`theDateofSamsonAgonistesAgain'で 自説 を擁 護 す る。 例 をあ げ る と、 政 治 的 ・自

3)`TheDateofSamsonAgonistes',PQxxviii,1949,145-66

4)Lewalski,乃id.,490

一278一



『闘技者サムソン』の制作年代について

伝 的 言 及 に 関 す る こ とで 、 コー ラス の"Oftleav'stthemtothehostilesword/...theircar-

cases/Todogsandfowlsaprey"(692-4)は ク ロ ム ウ ェ ル の 遺 骸 を暴 い て 辱 め た こ と

へ の 暗 示 とす る 説 に対 し、 ホ メ ロ ス のIliadの 冒頭 の 反 映 とい え る と突 く。 ま た、Dalila

が 『闘 技 者 サ ム ソ ン』 で は サ ム ソ ンの 妻 だ が 、 『失 楽 園 』(9,1060-61)で は娼 婦 で あ る 。

『復 楽 園 』 で 、 ミル トン はサ タ ン にギ リ シ ャ悲 劇 を称 賛 させ る だ けで な く、 『闘技 者 サ ム

ソ ン』 の 基 本 的 仮 説 を覆 す 。 つ ま り、1643～45年 の 離 婚 論 群 で 繰 り返 し主 張 した 、"the

wisestmencanfallvictimtofemininecharms"を 『闘 技 者 サ ム ソ ン』(1034-60)も 共 有

す る が 、 『復 楽 園 』 で は 、"Howmanyhavewithasmilemadesmallaccount/Ofbeauty

andherlures,easilyscorned/Anherassaults,onworthierthingsintent!"(193-5)で あ

り、"weakminds"だ け が 陥 る、 と言 う。 こ の こ とか ら も、 『復 楽 園 』 が 『闘技 者 サ ム ソ

ン』 よ り後 の作 品 で あ る こ とが 確 信 で き よ う。

Radzinowiczは1949年 か ら78年 まで の 論 戦 を3つ の 視 点 か ら余 す と ころ な く ま と め て

い る 。 第1に 、 韻 律 、 文 体 の 視 点 か ら、 第2に 、 テ ー マ 的 ・知 的 論 点 か ら、 第3に 、 自

伝 的 ・歴 史 的言 及 か ら、 で あ る。

1.Parkerの 説 を始 め と し、1640～41年 を提 案 し たA.Gilbertの 説 。 『闘 技 者 サ ム ソ

ン』 の プ ロ ロ ー グ"OfthatsortofDramaticPoemwhichiscalledTragedy"は 出 版 時 に付

け られ た もの で 内 容 と一 致 し て い な い 。 悲 劇 に"Comicstuff"を 混 入 す る、 とい う過 ち

を 自 ら犯 して い る。 つ ま り、HaraphaとDalilaは 俗 悪 で滑 稽 だ 。 も ち ろ ん、Radzinowicz

は 反 証 をあ げ て い る。

2.G.Muldron、J.M.Steadman、EM.Krouse、ALowた ち の説 。 『闘技 者 サ ム ソ ン』

はDeDoctrinaChristianaの 王 政 復 古 後 の神 学 的 テ ー マ に しっ く り合 う。 ミル トンの 「神

の 選 び(election)」 の 考 え は王 政 復 古 以 前 の 政 治 パ ン フ レ ッ トの もの か ら変 化 して い て 、

新 し い"doctrineofelection"は サ ム ソ ン の な か に 具 現 化 され て い る 。 ま た 、()fTyue

Religionの 用 語 上 の反 響 が あ る。 た とえ ば、"foolishnessofatheism"、"forbiddingofidolatry"

な ど。

3."identificationofthepersonallifeofthepoetwithhiscreativework"を 否 定 した 時

代 は 去 り、"avirginbirthwithouthumanintervention"と い うtextは あ りえ な い 。Ants

Orasの 、 自伝 的 ・政 治 的 言 及 は 回 想 と も 渦 中 と も取 れ る 、 とい う意 見 を紹 介 し、F.

Kermode,E.LeComte,H.Richmond,W.Hyman,J.Lawry,M.M.Mahood,Murray

Roston、BoydBerryな どの 意 見 を 総 括 し、 彼 女 自身 の 結 論 を述 べ る 。

「要 す る に、 晩 年 制 作 で あ る こ との 客 観 的証 明 に は事 欠 か な い。 芸 術 上 の技 能 や 理 論

は そ れ を 支 持 して い る。 『復 楽 園 』 と 『闘技 者 サ ム ソ ン』 とに は 主 題 の 上 で も関 連 が あ り、

そ の確 認 とな る 。 自伝 と時 事 状 況 へ の 言 及 か ら、 晩 年 の作 で あ る こ と は ま ち が い な い。

した が って 、 早 期 制 作 を 唱 道 す る者 た ち が 、 ご く普 通 に 考 え られ る読 み 方 を否 認 す る た
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めには、英雄的努力が必要である。それを遂げてか ら、 自分たちの主張を開示すべ きな

のだ。つ まり、『闘技者サムソン』において、 ミル トンはすでに経験済みのことを描写

していると、晩年制作派が言っているのに、そうではなく、不安に標 きつつ予想 してい
5)

る の だ 、 とい う主 張 を で あ る。」

最 後 に 、2008年Oxford大 学 出 版 のG.CampbellとT.Corns共 著 、JohnMilton:Life,

Work,andThoughtに お け る 説 明 に耳 を傾 け よ う。 「『闘技 者 サ ム ソ ン』 の 、 盲 目 と の折 り

合 い の た め の個 人 的 諸 問 題 に対 し、 詳 細 で確 実 な 奮 闘 ぶ りか ら考 え る と、 ミル トンが そ
6)

の 障 害 を負 っ た 初 め の こ ろ に こ れ を 仕 上 げ た と言 え る か も しれ な い 。」 しか し、1654年

で あ ろ う と、1669年 で あ ろ う と、 自伝 的 肖像 と して の ミル トン は サ ム ソ ン像 と は異 な る 。

だ が 、 『失 楽 園 』 同様 、1640sや1650sの 経 験 や 主 義 が 表 現 され て い るの は 明 瞭 で あ る。

同 時 に、 王 政 復 古 時 の習 俗 も う か が わ れ る、 と述 べ て い る 。

議 論 の 締 め く く りに、 『闘技 者 サ ム ソ ン』 と 『復 楽 園 』 の結 び の 数 行 を引 用 して い る。

Tofetchhim[Samson]henceandsolemnlyattend

Withsilentobsequyhisfuneraltrain

Hometohisfather'shouse......(S.A.,1731‐3)

ThustheythesonofGodourSaviourmeek

Sungvictor,andfromheavenlyfeastrefreshed

Broughtonhiswaywithjoy;heunobserved 7)
Hometohismother'shouseprivatereturned.(P.R.,4,636‐9)

そ して 、 読 者 に 、"whichispreferable?"、 あ る い は 、"whichismorepertinent?"と 問 う。

そ こ に は、 ギ リ シ ャ とヘ ブ ラ イ の 文 学 的 伝 統 の価 値 の比 較 の 議 論 が 入 りこ む 。 『復 楽 園 』

の キ リス トはギ リ シ ャ文 学 に対 す る ヘ ブ ラ イ文 学 の超 越 性 をあ げ る。 周 知 の とお り、 『闘

技 者 サ ム ソ ン』 は ギ リ シ ャ悲 劇 で あ り、 『復 楽 園』 は 「ヨブ 記 」 に 範 を得 て い る 、 と。

す な わ ち、Campbel1とCornsは 、 ミル トンが 『復 楽 園 』 の 後 で 、 『闘技 者 サ ム ソ ン』 を

制 作 す る こ とは あ りえ な い 、 と言 っ て い る の だ 。

本 論 で は 、 早 期 制 作 支 持 の 、J.CareyとAFowler編ThePoemsofJohnMilton(1968年)

に基 づ い て 、 『闘 技 者 サ ム ソ ン』 の 制 作 年 代 が 、 晩 年 で は な く、 全 盲 の 苦 痛 の い まだ 鮮

や か な こ ろ で あ る こ とを検 証 した い 。

Carey&Fowler編 で は 、 『闘技 者 サ ム ソ ン』 を 『失 楽 園 』 と 『復 楽 園 』 の前 に置 き、

5)M.A.Radzinowicz,TowardSamsonAgonistes:theGrowthofMilton'sMind,Princeton,1978,407

6)G.Campbell&T.Corns,JohnMilton:Life,Work,andThought,Oxford,2008,360

7)た だ し、 『復 楽 園 』 第4巻552～3に は 、"1[Satan]tothyFather'shouse/Havebroughtthee"と

あ る 。
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さ ら に そ の 直 前 に 、 ソ ネ ッ ト16番 を 配 置 す る 。 こ の ソ ネ ッ ト も 正 確 な 制 作 年 代 は 不 詳 で

あ り 、 盲 目が 完 全 と な っ た1652年 ご ろ が 定 説 と な っ て い る 。 こ の 編 集 は 非 常 に 説 得 力 が

あ る 。つ ま り、 ソ ネ ッ ト16番 と 『闘 技 者 サ ム ソ ン』 の あ い だ に は 、 セ ン テ ィ メ ン ト に お い

て も キ ー ワ ー ド に よ っ て も 、 深 い つ な が りが あ る か ら で あ る 。

ソ ネ ッ ト16番 は 、"blind"も"blindness"の 語 も用 い な い が 、"blind"と 同 義 の 「"light"

の 喪 失 」 を 、"howmylightisspent"と"1ightdenied"と2度 訴 え て 、 悲 痛 な 心 情 を 吐

露 し て い る 。 こ の ソ ネ ッ トほ ど 、 サ ム ソ ン の 盲 目 へ の 懊 悩 に 近 い 作 品 は な い 。 ソ ネ ッ ト

前 半 の 、 視 力 と 天 職 の 喪 失 の 愁 訴 を 、 後 半 の"Patience"が 鎮 め る 。 こ の パ タ ー ン は

『闘 技 者 サ ム ソ ン 』 に 見 ら れ 、14行 詩 に 対 し て 、1758行 と い う 長 詩 で あ る た め 、 盲 目 へ

の 嘆 き も 多 く、 長 い 。 ま た 、 コ ー ラ ス に よ る"patience"の 勧 め も3度 繰 り返 さ れ る 。

"bli
nd"は 、 『闘 技 者 サ ム ソ ン 』 に9回 、 『失 楽 園 』 に3回 、 『復 楽 園 』 に は1度 の み

用 い ら れ 、"blindness"は 『闘 技 者 サ ム ソ ン 』 だ け に4回 使 用 さ れ る 。 サ ム ソ ン の 盲 目

へ の 苦 痛 は 、"Blindamongenemies,Oworsethanchains"(68)、"Thyfoes'derision,cap-

tive,poor,andblind"(366),"Nowblind,disheartened,shamed,dishonoured,quelled"(563)

な ど と 個 人 的 な ロ申き と な っ て 発 せ ら れ る 。

盲 目 の 対 極 で あ る 光 、 ま た 、 光 の 喪 失 と し て の 盲 目 、 か ら、"light"も 重 要 な 語 で あ る 。

『闘 技 者 サ ム ソ ン』 で 、 サ ム ソ ン は 、

LighttheprimeworkofGodtomeisextinct,

Andallhervariousobjectsofdelight

Annulled,whichmightinpartmygriefhaveeased,

Inferiortothevilestnowbecome

Ofmanorworm;thevilesthereexcelme,

Todailyfraud,contempt,abuseandwrong,...(70‐77)

と、 盲 目 を 卑 下 し 、 自 嘲 す る 。 ま た 、

Sincelightsonecessaryistolife,

Andalmostlifeitself,ifitbetrue

Thatlightisinthesoul,

Sheallineverypart;whywasthesight

Tosuchatenderballastheeyeconfined?(90‐4)

と 、 光 は あ く ま で も 外 面 的 、 肉 体 的 で あ る 。 ミ ル ト ン の 直 接 の 声 と し か 言 い よ う の な い 、

働 契 の ク ラ イ マ ッ ク ス は 有 名 な 次 の 箇 所 で あ る 。

Odark,dark,dark,amidtheblazeofnoon,

Irrecoverablydark,totaleclipse

Withoutallhopeofday!
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Ofirst-createdbeam,andthougreatword,

Lettherebelight,andlightwasoverall;

WhyamIthusbereavedthyprimedecree?(80‐5)

盲 目 を 生 き る と は 、 生 け る 屍 に ほ か な ら な い 。

Tolivealifehalfdead,alivingdeath,

Andburied;butOyetmoremiserable!

Myself,mysepulcher,amovinggrave,...(100‐2)

サ ム ソ ン は 、 光 の 内 面 化 な ど 思 い も つ か ず 、 達 成 ど こ ろ で は な い 。

Shutupfromoutwardlight

Toincorporatewithgloomynight;

Forinwardlightalas

Putsforthnovisualbeam.(160‐3)

あ る い は 、"thesedarkorbsnomoreshalltreatwithlight,/Northeotherlightoflifecon-

tinuelong"(591-2)と 、 視 力 の 喪 失 と 内 面 的 精 神 力 の 喪 失 は 一一致 し て い る 。 ま た 、 父

親 の マ ノ ア は サ ム ソ ン の 視 力 を 回 復 す る 神 の 奇 跡 に 、 藁 を も つ か む 思 い で す が っ て い る 。

ButGodwhocausedafountainatthyprayer

Fromthedrygroundtospring,thythirsttoallay

Afterthebruntofbattle,canaseasy

Causelightagainwithinthyeyestospring,

Wherewithtoservehimbetterthanthouhast;(581‐5)

大 詰 め の 大 音 響 に 、 サ ム ソ ン の 変 化 と 行 動 を 察 す る と き も 、"Andsincehisstrengthwith

eyesightwasnotlost,/Godwillrestorehimeyesighttohisstrength."(1502-3)と 、 父

は 望 み を 棄 て き れ な い 。 コ ー ラ ス も マ ノ ア に 同 調 し、 神 の 奇 跡 を よ り頼 む 。

Whatifhiseyesight(fortoIsrael'sGod

Nothingishard)bymiraclerestored,

Henowbedealingdoleamonghisfoes,

Andoverheapsofslaughteredwalkhisway?

YetGodhathwroughtthingsasincredible

Forhispeopleofold;whathindersnow?(1527‐31)

こ の マ ノ ア と コー ラ ス の悲 願 は、 全 盲 を悟 っ た こ ろ の ミル ト ン自 身 の 願 い で あ り、 祈 り

で あ った に ち が い な い。

ソ ネ ッ ト16番 の"patience"は 、 ミル トンが 天 命 と も神 意 と も考 え て い た、 詩 人 と し

て の 才 能("onetalent")を 完 成 で きな い 挫 折 感 か ら 出 る愚 痴 をた しな め る 。 さ らに、 締
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め く く り のcoupletで 、"onlystandandwait"も ネ申へ の 奉 仕 で あ る と 教 え る 。 そ し て 、

「私 」 ミ ル ト ン は 受 容 と 諦 観 に 導 か れ る 。

こ の"patience"も 『闘 技 者 サ ム ソ ン 』 で は 、4回 使 用 さ れ る う ち の3回 が サ ム ソ ン に

対 す る コ ー ラ ス の い さ め で あ り、 勧 め で あ る 。

Manyarethesayingsofthewise

Inancientandinmodernbooksenrolled;

Extollingpatienceasthetruestfortitude;(652‐4)

や は り、"fortitude"と 結 び つ け て 、"Butpatienceismoreofttheexercise/Ofsaints,the

trialoftheirfortitude"(1287-8)と 勧 め 、 さ ら に 、"Maychancetonumbertheewiththose/

whompatiencefinallymustcrown"(1295-6)と 結 ぶ 。

サ ム ソ ン は 、 頭 髪 に 宿 る 怪 力 に よ っ て 成 し遂 げ る は ず で あ っ た 神 意 に 背 き 、 そ の 罪 と

罰 の 全 て を 受 容 し た 後 で 、"thenvigorousmost/Whenmostunactivedeemed"(1704-5)

で あ る 不 死 鳥 の よ う に 、 「無 活 動 と見 え る 」 う ち に 使 命 を 果 た す 。 コ ー ラ ス は そ の 結 果 を 、

"Od
early-boughtrevenge,yetglorious1/Livingordyingthouhastfulfilled/Theworkfor

whichthouwritforetold/toIsrael"(1660-3)と 、 マ ノ ア は"Samsonhathquithimself/

LikeSamson,andheroiclyhathfinished/Alifeheroic,onhisenemies/Fullyrevenged"

(1709-12)と 、 と も に"revenge"を 讃 え る 。 ソ ネ ッ トの 「私 」 は 神 意 を 計 りか ね つ つ 、

神 の"yoke"を 耐 え る 決 心 で 終 わ る 。 『闘 技 者 サ ム ソ ン 』 で は 、 サ ム ソ ン は そ の"yoke"、

す な わ ち 、 人 間 の 現 実 の 耐 え 難 い 苦 渋 、 を 受 容 し た 後 に 報 い を受 け る 。 つ ま り、"revenge"

を 成 就 す る の で あ る 。 終 焉 の カ タ ル シ ス 、

Hisservantshewithnewacquist

Oftrueexperiencefromthisgreatevent

Withpeaceandconsolationhathdismissed,

Andcalmofmindallpassionspent.(1755‐8)

は 、 カ タ ル シ ス の な い ソ ネ ッ ト16番 の カ タ ル シ ス の 代 替 と 言 え る 。 ソ ネ ッ トの 切 な い 受

容 の 底 に"spent"さ れ な い で 残 る"passion"の 残 津 が こ こ で 浄 化 さ れ て い る 。 ソ ネ ッ ト

16番 と 『闘 技 者 サ ム ソ ン 』 の あ い だ に は 、 隠 れ た 、 緊 密 な つ な が りが あ る 。 『闘 技 者 サ

ム ソ ン 』 の 制 作 は ソ ネ ッ ト16番 の 制 作 時 期 に 続 か な け れ ば な ら な い 。 少 な く と も 、 次 に

あ げ る 理 由 か ら も 、 そ の あ い だ に 、 長 短 の 叙 事 詩2編 が 介 在 す る は ず は な い 。

『失 楽 園 』 と 『復 楽 園 』 に お け る"blind"、"1ight"、"patience"に は 、 こ の 緊 密 な 相

関 関 係 は な い が 、 共 通 性 が あ る 。

『失 楽 園 』 に お い て も 『復 楽 園 』 に お い て も 、"blind"は 過 去 の 偉 大 な 盲 目 の 詩 人 や

予 言 者 に 当 て は め ら れ る 。"BlindThamyris,andblindMaeonides,/AndTiresiasand

Phineusprophetsold"(『 失 楽 園 』3,35-6)や 、"BlindMelesigenesthenceHomercalled"
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(『復 楽 園 』4,259)の よ う に 、"blind"は 盲 目 の 身 で あ り な が ら、 傑 出 し た 業 績 を 残 し

た 先 人 た ち に 対 す る 形 容 辞 と な っ て い る 。 『闘 技 者 サ ム ソ ン 』 の 個 人 的 、 否 定 的 、 悲 観

的 な 度 重 な る 嘆 き と異 な り、 両 叙 事 詩 で は 、 尊 敬 と 崇 拝 の こ も っ た 賛 辞 で さ え あ る 。

『失 楽 園 』 の 光 は 、 天 上 の 光 、 光 そ の も の で あ る 神 、 天 使 た ち の 光 、 天 地 創 造 の 光 、

太 陽 、 で あ る 。"Godandlightofheaven"(1,73)、"celestiallight"(1,245)、"Heaven's

purestlight"(2,137),"angels,progenyoflight"(5,600),"Lettherebelight,saidGod,

andforthwithlight/Ethereal,firstofthings,quintessencepure"(7,243-4)と い う 表 現

が散在する。だが、

個人的詠嘆である。

最 も 集 中 す る の は 、 第3巻 の 巻 頭 の 光 へ の 呼 び か け で 、 ミ ル ト ン の

し か し 、 こ こ で は 光 と光 の 喪 失 が 内 面 化 さ れ き っ て い る 。

Hail,holylight,offspringofheavenfirst-born,

Oroftheeternalco-eternalbeam

MayIexpresstheeunblamed?SinceGodislight,

Andneverbutinunapproachedlight

Dweltfrometernity,dwelttheninthee,

Brighteffluenceofbrightessenceincreate.

Orhear'stthouratherpureetherealstream,

Whosefountainwhoshalltell?Beforethesun,

BeforetheheavensthouOvert,andatthevoice

OfGod,aswithamantledidstinvest

Therisingworldofwatersdarkanddeep,

Wonfromthevoidandformlessinfinite.(3,1‐12)

そ し て 、"thou/Revist'stnottheseeyes,thatrollinvain/Tofindthypiercingray,and

findnodawn"(3,22-24)と 自 ら の 盲 目 を 述 べ 、 同 じ 運 命 の 詩 人2人 と予 言 者2人 を あ

げ る 。 続 く盲 目 の 切 な さ も 美 し い 拝 情 詩 の よ う に 叙 述 さ れ る 。

Thuswiththeyear

Seasonsreturn,butnottomereturns

Day,orthesweetapproachofevenormorn,

Orsightofvernalbloom,orsummer'srose,

Orflocks,orherds,orhumanfacedivine;

Butcloudinstead,andever-duringdark

Surroundsme,...(3,40‐6)

外 面 的 、 自 然 的 光 の 欠 如 の た め 、 そ れ だ け 一 層 、 光 の 内 面 化 を 祈 求 す る 。

SomuchtheratherthoucelestialLight

Shineinward,andthemindthroughallherpowers
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Irradiate,thereplanteyes,allmistfromthence

Purgeanddisperse,thatImayseeandtell

Ofthingsinvisibletomortalsight.(3,51‐5)

『失 楽 園 』 の 最 終 巻 で 登 場 す る 光 は 、 大 天 使 ミ カ エ ル の ヴ ィ ジ ョ ン に よ っ て 教 育 を 受

け た 後 、 楽 園 か ら の 追 放 を 受 容 す る ア ダ ム の 言 葉 に あ る 。 自 分 の 犯 し た 罪 へ の 神 の 報 い

の 業 は 、 天 地 創 造 の 折 り、 最 初 に 造 ら れ た 光 、"Lightoutofdarkness"(12,473)よ りす

ば ら し い 、 と ア ダ ム は 歓 声 を 上 げ る 。 こ の 光 は 当 然 、 自然 の 光 で あ り、 太 陽 と な る の だ

が 、 同 時 に 、 こ こ で は 、 ア ダ ム の 獲 得 し た"thesum/Ofwisdom"(12,575-6)を 象 徴

す る 。

『失 楽 園 』 の 光 は 、 最 も 個 人 的 な 第3巻 の 光 で さ え 、 『闘 技 者 サ ム ソ ン』 の 絶 望 的 渇

望 の 対 象 と は か け 離 れ て い る 。 し か し 、 『復 楽 園 』 へ は 見 事 に 連 繋 し て い く 。 『復 楽 園 』

で は 、 光 へ の7回 の 言 及 は 第4巻 に 集 中 す る 。 ほ か に は 、 第1巻116行 の 地 獄 の 闇 と の

対 比 で 述 べ ら れ る に す ぎ な い 。 第4巻 の"hewhoreceives/Lightfromabove,fromthe

fountainoflight,/Nootherdoctrineneeds,thoughgrantedtrue;"(288-90)は 、 『失 楽 園 』

第3巻 の 天 使 た ち の 神 へ の 頒 栄 歌 を 踏 ま え て い る 。

Theefatherfirsttheysungomnipotent,

Immutable,immortal,infinite,

Eternalking;theeauthorofallbeing,

Fountainoflight,thyselfinvisible(3,372‐5)

『復 楽 園 』 で 最 後 に 登 場 す る 光 は 、 神 の 光 の 反 映 で あ る キ リ ス トへ の 天 使 た ち の 賛 歌 の

な か に あ る 。"TrueimageoftheFatherwhetherthroned/Inthebosomofbliss,andlight

oflight/Conceiving"(4,596‐8)o

"
patience"は 『失 楽 園 』 に5回 、 『復 楽 園 』 に4回 現 れ る 。 『失 楽 園 』 で は 、 第9巻

の 巻 頭 に 、 古 代 叙 事 詩 に 取 り上 げ ら れ た 主 題 よ り一 層 重 要 な テ ー マ と し て 登 場 す る 。 外

面 的 、 肉 体 的 美 徳 に 対 し 、 内 面 的 、 精 神 的 美 徳 を 表 し、 よ り価 値 の 高 い も の と し て 称 揚

さ れ る 。

Wars,hithertotheonlyargument

Heroicdeemed,chiefmasterytodissect

Withlongandtedioushavocfabledknights

Inbattlesfeigned;thebetterfortitude

Ofpatienceandheroicmartyrdom

Unsung;(9,28-33)

大 天 使 ミ カ エ ル は 二 度 、 ア ダ ム に"patience"の 勧 告 を す る 。"therebytolearn/True

patience,andtotemperjoywithfear/Andpioussorrow"(11,360-2)と"Addvirtue,
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patience,temperance,addlove,/BynametocomecalledCharity"(12,383-4)で 、 と も

に"temperance"と 並 置 さ れ る 。 こ の 組 み 合 わ せ は 、 『復 楽 園 』 に も 見 ら れ る 。 『復 楽 園 』

で"patience"は4回 中3度 ま で 、 つ ま り、 ほ と ん ど全 て が 、 ヨ ブ に 、 つ ま り、 サ タ ン の

誘 惑 に 屈 し な か っ た 旧 約 の 義 人 に 、 適 用 さ れ る 。

Bydeedsofpeace,bywisdomeminent,

Bypatience,temperance;Imentionstill

Himwhomthywrongswithsaintlypatienceborne,

Madefamousinalandandtimesobscure;

WhonamesnotnowwithhonourpatientJob?(3,91‐5)

こ の よ う に 、"patience"は 、 『失 楽 園 』、 『復 楽 園 』 で は 、 個 人 的 で は な く、 一 般 的 、 概

念 的 美 徳 と し て 讃 え ら れ る の で あ る 。

『復 楽 園 』 の キ リ ス トは 実 に 冷 た く、 厳 し く 、 誘 惑 を 退 け て い く 。 た め ら い も 迷 い も

な く 、 淡 々 と 、 易 々 と 、 「ノ ー 」 を 言 い 続 け る 。 荒 野 で の 誘 惑 は 十 字 架 上 の 死 に よ る 人

間 の 罪 の 瞭 い に 対 す る 準 備 で あ る 。 救 い 主 と し て の 資 質 が 試 さ れ 、 確 立 さ れ る 場 な の で

あ る 。 し た が っ て 、 『復 楽 園 』 の キ リ ス ト に は 、 人 類 の た め に 愛 の 生 け 賛 と し て 、 わ が

身 を 捧 げ る 『失 楽 園 』 の キ リ ス トの 面 影 は な い 。"love"と い う 語 は1度 だ け 、 そ れ も

サ タ ン の 台 詞 に 登 場 す る だ け で あ る 。 『失 楽 園 』 第3巻 は 、"whereshallwefindsuchlove"

(213),"theSonofGod/Inwhomthefullnessdwellsoflovedivine"(224‐5),"immor-

tallove/Tomortalmen"(267‐8),"Ounexampledlove,/Lovenowheretobefoundless

8)

thandivine"(410-1)等 々 、 キ リ ス トの 愛 の 賛 美 に あ ふ れ て い る 。

原 典 の 新 約 聖 書 の 記 述 に 忠 実 に 、 旧 約 聖 書 の な か の 神 の 言 葉 を 引 用 し て 、 『復 楽 園 』

の キ リ ス トは 簡 潔 で 、 平 易 な 口 調 で 、 誘 惑 を 退 け 続 け る 。 そ の 延 長 線 上 に 、2年 後 に 出

版 さ れ る 政 治 パ ン フ レ ッ ト、OfTyueReligion,Haeyesie,Schism,Toleration,andWhatbest

meansmaybeus'dagainstthegrowthofPoperyは あ る 。

こ の パ ン フ レ ッ トで 、 ミ ル ト ン は 、"asthemainPrinciplesoftrueReligion"と し て 、

2点 あ げ る 。 一 つ は 、"theRuleoftrueReligionistheWordofGodonly"で あ り 、 も う

一 つ は 、"theirFaithoughtnottobeanimplicitfaith,thatis,tobelieve,thoughasthe

9)

Churchbelieves,againstorwithoutexpressauthorityofScripture"で あ る 。 そ し て 、 パ

ウ ロ の 「コ ロ サ イ 人 へ の 手 紙 」 か ら 、"LetthewordofChristdwellinyouplentifully,with

allwisdome"(3,16)を 引 用 す る 。 そ れ に は 、"theconstantreadingofScripture"(435)や

"
attentivestudyofScripture"(436)が 不 可 欠 で あ る 。 さ も な け れ ば 、 ロ ー マ 教 会 の よ う

8)ド ス トエ フス キ ー の 『カラ マー ゾ フの兄 弟 』 で 次男 イ ワ ン作 の短 編 「大 審 問 官 」 は、 同 じ く荒 野 の

誘惑 を主 題 とす る。 大 審 問官(サ タ ン)の 長 舌 を た だ黙 っ て 聞 くだ け の キ リス トは最 後 に 、大 審 問

官 の 口 にキ ス をす る。 そ の キス は大 審 問官 の 老 い て、 色 の な い唇 で 燃 え る。

9)CompleteProseWorksofJohnMilton,YaleU.P.,1982,408‐40.
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に 、"theLearnedonly"(437)が 理 解 し、"aDeputy"と し て 指 導 す る の で 、 一 般 信 者 の

10)

う ち に は"ignoranceofScripture"(436)が 蔓 延 し、"implicitfaith"に 陥 る。 他 方 、 各

自 が 聖 書 を読 ん で解 釈 す る と、 さ ま ざ ま な意 見 が 生 じ るで あ ろ うが 、 そ れ は 、"tolerate"

しな け れ ば な ら ない 。 プ ロ テ ス タ ン トの なか で た が い に"tolerance"に 励 み、 一 致 して

い な け れ ば、 ロー マ 教 会 に 対 抗 で きな い で は な い か 、 と叱 咤 す る。 この よ うに"10ve"

は不 必 要 な の だ 。

こ う して 、 内 面 化 とい う点 で 『失 楽 園 』 か ら 『復 楽 園 』 は連 繋 す る 。 『失 楽 園 』 の 結

論 と言 え る、"Aparadisewithinthee,happierfar"(12,587)や 、"peacewithin"(9,333)

は 、 『復 楽 園 』 の 、 人類 の 蹟 罪 を す る キ リス トの 内 面 の 確 立 と同 様 で あ る 。 「高 適 な企 画 、

偉 大 な 行 為 に は 金 銭 が もの を言 う。 金 さ え あ れ ば 栄 誉 も友 人 も征 服 も国 土 も思 う ま ま に

手 に 入 れ る こ とが で き る」 と囎 い て、 この 世 の 富 を提 供 す る サ タ ン に、 キ リス トは"he

whoreignswithinhimself,andrules/Passions,desires,andfears,ismoreaking"(2,466‐7)

と答 え 、 そ うで ない 者 は 、"anarchywithin"に 屈 す る こ とに な る、 と言 う。 こ の よ う に

見 て くる と、 『失 楽 園 』 か ら 『復 楽 園 』、 そ して 、()fTyueReligionへ と続 く回 路 に は 、

『闘 技 者 サ ム ソ ン』 の 、 疾 風 怒 濤 の よ うな 内 面 の状 態 が 入 り こむ 余 地 は な い の で あ る 。

『闘 技 者 サ ム ソ ン』 の 制 作 は1653年 頃 と確 信 す る。

10)ま さ に、 「大 審 問官 」 の 立場 で あ る 。
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